


Ⅰ　 研究の成果　　（1000字 程度）

（図表 も含めて分 か りやす く記入の こと）

　近年、基板上 に作製 したμmス ケールの流路 （マイク ロチ ャネル）を化学 実験場 と して利

用す る研究が盛 んに取 り組まれ ている。 申請者 はマイ クロチ ャネル内 に電極 を集積化 して

様 々な機能 を付 与す る研 究に取 り組んで きた。 特にチ ャネル 内で の物質混合 ・反応制御 に

着 目し、交流電場下で生 じる交流電気浸透流を利用 したマイク ロミキサー を開発 して きた。

本年度は、種 々の実験条件 に対す る混合性能の依存性 を検討 し本手法 の適用範 囲を明 らか

にす ると共に、本手法に よる高速混合 ・反応 の実証 を 目的 と して研 究を進 めた。

　実験に用いたマイ クロチ ャネル―電極チ ップを図1に 示す。効果的な溶液混合 のために、

蛇行形状を持つ電極 をチ ャネル内に作製 しミキサー とした。Y字 型 チャネル に試料溶液 をシ

リンジポンプで導入 し、電極間に交流電圧 を印加 して混合 した。混合の様 子は蛍光顕微鏡

で観察 し、蛍光強度か ら混合率を評価 した。

　混合 に影響す る条件 として印加電圧 、周波数 、及び粘度、塩 濃度、誘電 率な どの溶液物

性 に着 目し、これ らに対す る混合率の依存性を実験的 に検討 し本手法の適用範 囲を明 らか

に した。 さらに混合 に対す る交流電気浸透流の寄与を見積 も り、交流電気浸透流 の理論 を

基に本手法にお ける混合が評価できることを示 した。また応用 としてDNAの 発蛍 光染 色に

取 り組んだ。拡散混合では2液 の界面でのみ混合 ・反応が起 こるのに対 し（図2(a)）、電圧印

加によ り2液 が直ちに混合 し流路全体か ら反応に伴 う蛍光が観 察 された（図2(b)）。本手法は

今後のマイ クロチ ップ技術において操作時間の短縮、高度集積化 を実現す る上での有用な

手法になると期待 され る。

図1マ イクロチャネル―電極 チ ップ.

図2　 DNAの 発 蛍 光染色 の様 子.（a）電

圧OFF（b） 電 圧ON（20　 Vp-p,1kHz）.






